
■問合せ先
　市民活動支援課　市民活動支援担当
　☎�055（262）4111

　第3期笛吹市男女共同参画推進委員会が発足して10カ月、この間、委員会内ではどう推進していく

かについて活発な議論を交わし、今期も部会体制で推進していくことを確認しました。

　笛吹市男女共同参画推進条例が制定され施行された今期、やはり条例の周知に重点を置いた取り組

みを進めようということになりました。

　部会は家庭部会、職場部会、広報部会、地域部会の4部会になりましたが、今月はそのうち、家庭

部会、職場部会、広報部会の当面の部会活動についてお伝えします。

部会長　芝垣玲子さん他部員9名

　前期までの活動を踏まえ、「輝けチャチャチャ・笛

吹の未来」のDVDを活かせる活動を進めます!

　それにはまず、部会内の融和を図り、フォーラム

や集会などで発表できるよう努めます。

　講師をお招きしての学習会も計画しています。

私たちも
市民の一人。
できることを
しなくっちゃ!

今期の活動も
楽しそうだね。
どんな活動に
なるのかな?

笛ちゃん 吹ちゃん

部会長　和泉正江さん他部員8名

　県の推進事業「男女いきいき・輝き宣言企業」

の学習を深め、市内企業へ呼びかけます。

　ワークライフバランスの学習も予定しています。

部会長　吉原五鈴子さん他部員8名

　まずは条例を知っていただけるようがんばります!

　よりわかりやすい情報発信を心がけ、メールマガジン

などを積極的に活用し、楽しい情報提供に努めます。

サッカー解説者の羽中田昌さんをお招きし、男女共
同参画講演会を開催します。皆さん、ぜひお越しく
ださい。
▼日時　3月4日（日）午後1時～3時
▼場所　スコレーセンター集会室
　　　　詳細はこちらをご覧ください↓
　　　　https://opencity.jp/fuefuki/

お天狗さんの舞

湯立の様子

　
ふ
る
さ
と
の
祭
り
シ
リ
ー
ズ
第
8
回

は
、
毎
年
２
月
8
日
に
行
わ
れ
る
御
坂

町
二
之
宮
地
区
に
あ
る
美
和
神
社
の
湯
立

神
事
（
※
1
）
を
紹
介
し
ま
す
。

歴
史
あ
る
美
和
神
社
の
湯
立
神
事

　
美
和
神
社
は
、
九
世
紀
光
孝
天
皇
の

時
代
に
甲
斐
国
第
二
宮
と
定
め
ら
れ
、

中
世
で
は
、
歴
代
の
武
田
氏
惣
領
が
武

運
長
久
、
子
孫
繁
栄
を
祈
願
し
て
尊
び

あ
が
め
た
神
社
で
す
。

　
こ
の
湯
立
に
は
、
天
狗
の
お
面
を
着

け
た
猿
田
彦
（
※
2
）
の
舞
が
と
も
な

い
、
地
元
で
は
「
お
天
狗
さ
ん
の
舞
」

「
天
狗
の
舞
」
と
呼
ば
れ
、
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
内
で
湯
立
神
事

に
舞
が
披
露
さ
れ
る
の
は
こ
こ
だ
け
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
美
和
神
社
の
湯
立
神
事
の
歴
史
は
古

く
、
記
録
に
よ
る
と
江
戸
時
代
後
期
に

は
す
で
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

お
天
狗
さ
ん
の
舞
と
湯
立

　
午
後
1
時
過
ぎ
に
厄
歳
、
還
暦
を
迎

え
た
氏
子
が
集
ま
り
本
殿
と
祭
場
で
神

事
を
行
い
、
2
時
頃
か
ら
お
天
狗
さ
ん

の
舞
が
始
ま
り
ま
す
。
舞
は
「
手
締
め

の
舞
」
「
鉾
の
舞
」
「
太
刀
の
舞
」
の
3

種
か
ら
成
り
ま
す
。
「
手
締
め
の
舞
」

は
手
締
め
と
呼
ば
れ
る
力
紙
（
※
3
）

を
中
指
に
結
び
素
手
で
舞
う
舞
で
す
。

ま
ず
祭
壇
（
北
）
に
向
か
い
顔
の
前
に

か
ざ
し
た
両
手

で
印
を
結
び
ま

す
。
つ
い
で
右

手
、
左
手
、
右

手
の
順
に
斜
め

に
片
手
を
振
り

上
げ
、
右
手
で

九
字
の
印
を
切

り
ま
す
。
次
に

右
足
で
九
字
を

描
き
ま
す
。
舞

手
は
足
を
踏
み

な
が
ら
右
回
り

に
一
周
旋
回
し

て
位
置
を
変
え
、

東
、
南
、
西
の
順
に
向
い
て
同
じ
舞
の

所
作
を
繰
り
返
し
ま
す
。
鉾
の
舞
、
太

刀
の
舞
も
同
様
の
所
作
で
舞
い
ま
す
が
、

足
で
九
字
を
描
く
動
作
は
手
締
め
の
舞

の
み
行
い
ま
す
。

　
太
刀
の
舞
が
終
了
す
る
と
、
舞
手
は

祭
壇
に
向
か
い
鞘
に
太
刀
を
納
め
、
拍

手
を
2
回
打
ち
、
退
場
し
ま
す
。
こ
の

後
す
ぐ
に
湯
立
に
移
り
ま
す
。

　
は
じ
め
に
、
宮
司
は
衣
の
袖
を
ま
く

り
、
湯
が
き
の
竹
竿
を
ゆ
っ
く
り
回
し

て
釜
の
湯
を
か
き
混
ぜ
ま
す
。
次
に
竹

竿
を
激
し
く
釜
の
底
に
こ
す
る
よ
う
に

右
に
回
転
さ
せ
ま
す
。
こ
の
湯
立
の
所

作
を
繰
り
返
し
た
後
、
柄
杓
で
釜
の
湯

を
祭
壇
の
器
に
汲
ん
で
神
に
献
上
し
ま

す
。
次
に
笹
竹
2
本
を
湯
に
浸
し
、
両

手
を
使
い
左
右
に
振
り
湯
花
を
四
方
に

散
ら
し
て
神
事
は
終
了
に
な
り
ま
す
。

美
和
神
社
太
々
神
楽

　
美
和
神
社
に
は
、
県
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
太
々
神
楽
が

あ
り
ま
す
。
太
々
神
楽
は
氏
子
の
美
和

神
社
神
楽
保
存
会
の
会
員
に
よ
り
毎
年

4
月
行
わ
れ
る
春
の
例
大
祭
で
披
露
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
湯
立
神
事
で
舞

わ
れ
る
お
天
狗
さ
ん
の
舞
も
保
存
会
の

方
々
が
毎
年
舞
手
に
な
っ
て
い
ま
す
。

湯
立
と
舞
を
一
度
に
ご
覧
に
な
れ
る
美

和
神
社
の
湯
立
神
事
に
足
を
運
ん
で
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

※
1
　
湯
立
神
事
…
釜
で
湯
を
煮
え
た

ぎ
ら
せ
、
そ
の
湯
を
神
々
に
献
上
す

る
と
と
も
に
、
氏
子
に
飛
沫
を
か
け

て
、
無
病
息
災
や
五
穀
豊
穣
な
ど
を

願
う
行
事
。
美
和
神
社
で
は
厄
歳
の

人
の
厄
払
い
と
還
暦
の
人
の
祈
祷
も

兼
ね
て
行
う
。

※
2
　
猿
田
彦
…
日
本
神
話
の
神
。
背

が
高
く
長
い
鼻
を
持
つ
容
姿
の
描
写

か
ら
、
天
狗
の
原
形
と
い
わ
れ
る
。

※
3
　
力
紙
…
力
の
象
徴
あ
る
い
は
呪

力
を
も
つ
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ
る

白
紙
。

ひ
し
ゃ
く

ひ
ま
つ

き
と
う

さ
や

ち
か
ら
が
み

ほ
こ

た
�

ち

そ
う
り
ょ
う

ゆ
だ
て




